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貴社はどのタイプ？

- 結果判定資料 -

成功事例から知る ベストな診断方法
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タイプ① 株式会社カプコン様

このスタイルが
マッチするケース

• 外注コストを抑えつつ、セキュリティ対策を最適化したい

• 開発プロセスにセキュリティ診断を組み込みたい

• 診断のスピードと頻度を上げたい

外部委託による手動診断と、AeyeScanによる自動診断を使い分け

専門家以外のメンバーでも操作できる診断ツールを活用し、開発現場が主体となって高頻度に診

断を実施。工数を抑えながら、セキュリティを開発の一部として根付かせることを目指している。

詳細はこちら⇒

https://www.aeyescan.jp/case/capcom/

https://www.aeyescan.jp/case/capcom/

ハイブリッド診断スタイル：

https://www.aeyescan.jp/case/capcom/
https://www.aeyescan.jp/case/capcom/


©AeyeSecurityLab Inc.

3

タイプ② NTT東日本様

このスタイルが
マッチするケース

• リリース前の診断を必須にしたい

• 品質とコストのバランスを重視したい

• 開発スピードを落とさずセキュリティも担保させたい

AeyeScanでリリース前の診断＋外部委託による年１回の定期診断

開発を内製に移行したタイミングで採用したアジャイル開発のスピードを維持するため、脆弱性

診断の内製化を決意。リリース前に自分たちで診断を行うことで、リリースを止めることなく、

セキュリティも担保できる体制を構築した。

詳細はこちら⇒

https://www.aeyescan.jp/case/ntt-east/

https://www.aeyescan.jp/case/ntt-east/

ハイブリッド診断スタイル：

https://www.aeyescan.jp/case/ntt-east/
https://www.aeyescan.jp/case/ntt-east/
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タイプ③ 小田急電鉄株式会社様

このスタイルが
マッチするケース

• 大企業でありDXやクラウドシフトを進めている

• グループ全体のセキュリティガバナンスを推進したい

• 品質とコストのバランスを重視したい

基本的にはAeyeScanで診断し、重要度の高いページのみ外部委託へ

重要インフラのセキュリティ強化とDX推進に伴い、グループ会社も含めた広範囲のWebアプリ

とWebサイトで脆弱性診断を強化。重要度に応じて内製化・外部委託を使い分け、横断的なセキ

ュリティガバナンスの実現を目指している。

詳細はこちら⇒

https://www.aeyescan.jp/case/odakyu/

https://www.aeyescan.jp/case/odakyu/

ハイブリッド診断スタイル：

https://www.aeyescan.jp/case/odakyu/
https://www.aeyescan.jp/case/odakyu/
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タイプ④ テモナ株式会社様

このスタイルが
マッチするケース

• 外部攻撃への備えを強化したい

• リソースが限られている中小企業

• セキュリティコストにシビアで最適化したい

規模を問わず、リリース・アップデート時にAeyeScanで自動診断

もともと脆弱性診断は内製化していたが、AeyeScanへのツール移行で診断の実行時間が短縮。

社内で高頻度に診断できる体制も確立し、現場・全社でのセキュリティ意識向上にも繋がった。

詳細はこちら⇒

https://www.aeyescan.jp/case/temona/

https://www.aeyescan.jp/case/temona/

内製化診断スタイル：

https://www.aeyescan.jp/case/temona/
https://www.aeyescan.jp/case/temona/
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タイプ⑤ 株式会社アバントグループ様

このスタイルが
マッチするケース

• 組織全体にセキュリティ意識を根付かせたい

• 長期的に内製化を進め、開発プロセスに組み込みたい

• 高品質な脆弱性診断を最優先に考えている

システム改修時、及び３ヶ月に１回の定期診断をAeyeScanで内製化

まずは１つのグループ会社から、AeyeScanを活用した内製化を開始。

開発チームへの教育を進め、セキュリティ文化の醸成を図っている。脆弱性診断にとどまらず、

運用・教育を含めた総合的な対策に取り組んでいる。

詳細はこちら⇒

https://www.aeyescan.jp/case/avantgroup/

https://www.aeyescan.jp/case/avantgroup/

内製化診断スタイル：

https://www.aeyescan.jp/case/avantgroup/
https://www.aeyescan.jp/case/avantgroup/
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タイプ⑥ 株式会社バトンズ様

このスタイルが
マッチするケース

• 急成長中でリリースサイクルが短い

• 情報資産の機密性が高く、強固なセキュリティが求められる

• リリース前に高品質な診断を徹底したい

外部委託に加えAeyeScanで毎週土日＋新機能リリース時の自動診断

企業のM&Aに関わるサービスを運営しており、トップレベルの機密情報を扱っているからこそ、

サービスの頻繁なアップデート・リリースに合わせた診断を目指してハイブリッドな診断スタイ

ルを構築。成長スピードを落とさず、堅牢なセキュリティを担保している。

詳細はこちら⇒

https://www.aeyescan.jp/case/batonz/

https://www.aeyescan.jp/case/batonz/

ハイブリッド診断スタイル：

https://www.aeyescan.jp/case/batonz/
https://www.aeyescan.jp/case/batonz/
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AeyeScanの導入を検討してみませんか？

無料トライアル

トライアルにかかる費用は不要。実際の操作性はどうなの？

またどのように脆弱性が発見されるのか？

などの疑問は無料トライアルで解消しましょう。

無料トライアルの申し込み

操作性の確認、実際に利用してみたい方へ

既存の診断手法では追い付けない状況

お問い合わせ

お見積りの希望・導入をご検討してくださっている方は

お問い合わせフォームよりご連絡ください。

当日もしくは遅くとも翌営業日にはご連絡を差し上げます。

お問い合わせフォーム

お見積りの希望・導入をご検討している方へ

の への
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https://www.aeyescan.jp/form/demo-scan/?utm_source=seminar&utm_medium=document&utm_campaign=ASL
https://www.aeyescan.jp/form/contact-scan/?utm_source=seminar&utm_medium=document&utm_campaign=ASL
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